



































利用変動が検討されるが，長期的 継続的な変動が把握されてない．本研究では 1989 年以


















































となった．1989 年から 2014 年にかけて全般的に砂漠化が増加しているが，都市および農
地面積が増加するとともに，水面面積が減少する傾向が見られた．すなわち，呼倫湖周辺
域では居住地の拡大と農地化が進んだことが示された．  
第 6 章では，本論文で得られた知見をまとめて総括した． 
1989 年以後で呼倫湖周辺域において，急速な人間活動の拡大により，草地と森林は耕作
地への転換しつつ，湖と河川等の水面面積が顕著に縮小した．1989年から 2014年において，
農地拡大が水面や林地面積の減少をもたらしたものと考えられる．これにより，淡水の不
足が深まり，灌漑地帯での塩害の問題が発生した．呼倫湖周辺域においては，の脆弱な半
乾燥地域に適した持続可能な土地利用戦略の開発と実施が急務である．  
 
 
